
国家によって発刊される教育課程／学習指導要領、検定・認定制度を通過した教科書は，社会

を認識する特定のディスコースを学習者に提供している。社会科教育はこのような国家のディス

コースと，どのように向き合えばよいか。本シンポジウムでは、日韓両国の実践事例をもとに上記

の問いについて議論する。

2020東アジア社会科教育シンポジウム
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